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Abstract 
Most of the current seaplanes don't consider seaworthiness. Therefore, it is difficult to use conventional seaplanes in islands. For 
example many small seaplanes have seaworthiness of only 0.3 meter height wave. This level of seaworthiness realizes only 35% of 
operating rate. LSA class seaplane that we are developing has the seaworthiness of about 0.6-0.7meter height wave which is about 10 
percent of body length. With this capability we able to achieve achieves the operating rate of about 70-75 percent. We able to fly it at 
almost all Fine day always can use. To meet this specification we optimize the hull shape to decrease the water running resistance and 
landing shock from the water impact. We have tested flexible float leg structure by FEM Simulation, water tank test on scale model and 
glide test of ultra-light-seaplanes. 

 

1．はじめに 

 現状の水上飛行機、特に小型機においては機体の耐波性に

ついて考慮されておらず島嶼での運用を行おうとしても実

際には運用できないことが多い。例としては現在運行されて

いるレジャー用の小型水上機では波高30cm程度の耐波性の

ものがほとんどであり、港湾などでの稼働率は35%ほどしか

ない。我々の開発している水上機は機体全長の10%程度の波

高までの波に耐えることを目標としており、LSA( Light Sport 

Aircraft : 小型スポーツ機のカテゴリー)クラスで0.6m～

0.75mの波に耐えることができる。これにより港湾部での稼

働率は70～75%ほどになり晴天時であればほぼ運用可能とな

る。 

 我々は現在LSAクラスの水上機を開発中であるが、耐波性

を向上させ上記のスペックを満たすために艇体形状の最適

化を行い、滑走時の抵抗と着水衝撃の減少を行った。詳細を

2章に述べる。 

 また、耐波性の向上のためにフロート支持部をフレキシブ

ルな構造とする方式が機体の安定性に与える影響を調べる

ため解析・模型・実機における試験を行った。それぞれ詳細

を3章・4章・5章に述べる。 

 

 

第1図 日本の港湾部における水上飛行機の利用率 

 

2．フロート形状 
 水力特性をできる限り損なわず耐波性を向上させるため

には、設計上種々のパラメータについて考慮する必要がある。

これには着水衝撃・走行安定・飛沫・滑走抵抗があり、それ

ぞれについて有効と思われる要素は以下のようなものがあ

げられる。 
 
 1)着水衝撃に対して有効 
  ・フロート支持部へのバネ・ダンパの導入 
   →着水衝撃の緩和 
  ・離着水速度の低下 
   →STOL性能が高くないと実現不能のため通   
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